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プラトンの体育論（1）

The　Theory　of　Physical　Educat　ion　in　Plato’s　Dialogue

七山武仁＊　・　向井肇晴＊

Takehito　NANAyAMA＊and　Toshiharu　MuKAI＊

（昭和57年4月15日受理）

1 目的と方法

　1．プラトンの体育論という，いわば，先駆者によってある程度論じ尽くされたテーマにつ

いて，あえて筆をとるには，それ相応の根拠がなければならない。しかし，この小論において，

われわれは，先人未発の見解とか，新機軸による体育論を述べようとするような，大それた考

えはない。

　古典期アテナイのポリスにおける，倫理を中心としたソクラテスの思想は，プラトンの壮大

な世界観に包括される。その思想や方法は，プラトンによって継承され，発展していくのであ

る。その教えは，時・所を超えて，絶えず，われわれに何かを語りかけてくる。

　事実，プラトンが2千数百年も以前に，対話法δ‘αλεκτ‘κ祖こよる，生新で，独創的で，全

体的な哲学を樹立したことは驚嘆に価することだ。そして，それは今日においても，なお，新

鮮で，魅力的で，含蓄のある体系であることに変わりはない。このことは，その体育論におい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　にコても通ずるのである。プラトンの対話篇を忠実にたどりながb，このことを確かめようとする

のが，本稿の目的である。

　2．プラトンの哲学は，哲学史上，最初にして最大の体系であることは，何人も異論のない

ところであろう。このモニュメンタルな体系の中で，特筆すべきことがある。プラトンが，体

育について，強い関心と主張を表明していることである。もちろん，体育を主題にした対話篇

があるわけではない。教育の一環としての体育に対する考え方や位置づけが，あちこちに散見

されるに過ぎない。それにしても，初期の対話篇から，後期の著作にいたるまで13）随所に，そ

の体育論が述べられていることは，注目すべきことではあるまいか。なかでも『国家』におい

て，プラトンの体育論が，最も充実した形で展開されているのである『）

　3．プラトンの体育論について考察しようとするとき，われわれは，その教育論を素通りに

することはできない。また，プラトンの教育論について触れようとするとき，その哲学や系譜

についても言及しなければならなくなる。しかしながら，この小論において，これらのすべて

を満たすことは至難な技である。

　そこで，本稿では，先ずプラトンの哲学思想の根本的前提となる，魂ψり短とイデア～δξα

について要約する『｝これは，以下述べようとする「ゴルギアス』，『国家』，「法律』に対する理

解を深めるための，布石としての役割を果たすものである。プシケ論や，イデア論を述べるた

めのものではない。次いで，プラトンの30数篇に及ぶ著作の中から，初期の『ゴルギアス』に

おける体育論をみる。また，中期では，『国家』の体育論を考察する。そして，次回は，後期著

作の『法律』を中心とする体育論という順序で述べていきたい。

＊一般教養科（Department　of　General　Education）
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E　　プシケとイデア

1．プシケとは何か

　『ソクラテスの弁明』においては，繰り返し「プシケ」を大切にし，すぐれたものにするよ

う求められている（29D～39D）。このソクラテスの教えを基礎にして，プラトンは『パイドン』

　　　　　　　　　　　　　　エコにおいて，更に深く「プシケ」論を展開している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いうまでもなく，魂は，イデアとともに，プラトンの哲学思想の中核をなす概念である。こ

こでは，主として『パイドン』で展開される「魂」を考察し，併せて『国家』における「魂」

についても触れることにする。

　（i）魂と肉体σφμαの対立

　『パイドン』におしいて，死に直面したソクラテスが，真に知を求める者は，死によって魂が

肉体から分離されて，魂そのものとなることを望んでいる（64A～D）といった。そして，知

を求める者は，肉体を軽んじ，逃れ，自らの魂を魂自身となるよう努める（65D）としている。

つまり，われわれは，生きている限り，肉体とともにあることは避けられないから，真の知を

観照することは不可能に近い。しかし，知を求めるものは，不断に，魂の肉体からの解放と分

離に努めなければならない。ところが，「魂の肉体からの解放と分離」とは，「死」を意味す

るものであった。だから「真に知を求める者は，正に死ぬことを練習」していることになるの

である（66A～67E）。

　また，「存在するもの」は，可視的なもの（知覚できるもの）と，不可視的なもの（思惟の働

きによって，とらえられるもの）の二つに分類される。前者は変化するものであり，後者は恒

常不変なものである（79A）。われわれ自身はどうか。人間は，肉体と魂からなる。肉体は可視

的なものであり，魂は不可視的なものである（79B）。そこで，魂が，何かあるものを考察しよ

うとするとき，肉体が介在すると，プシケはさまよい，乱れ，酔ったように，ふらふらになる

（79C）。これに対して，魂が，自分自身で考察するときは純粋で永遠なもの，不死で不変なも

のに向かう。魂のこの状態は，英知φρ6ッησぺとよばれる。このように，魂は，神的なもの，

不滅なもの，知性によってのみ探求されるもの，分解され得ないものに類似している（80B）。

（神的なもの，不滅なもの……とは，イデアのことをいうのである。）

　こうして，『パイドン』においては，魂と肉体は対立するものである。魂が真知に達すること

を妨げているのは，肉体的な感覚や感情である。しかし，知を求めるものは，魂が肉体から解

放されることについて，いつも努力し，練習しなければならない。これによって，やがて入間

の魂は，神的なもの，不死不滅なものになることを，約束されるのである（84A～B）。

　（の魂のもつ三つの働き

　『パイドン』における，魂と肉体の対立は，『国家』において，新しい展開をみるのである。

すなわち，人間の魂の働きには三つのものがある。それは，理知的部分・気概の部分・欲望的

部分である（439D～441A）。そのうち，理性的部分は，魂のために配慮するものであるから，

支配するという仕事にふさわしい（441A）。

　さて，魂をすぐれたものにするには，どうしたらよいか。それは善のイデアを目指して，魂

の目を，魂全体と一緒に転向περ‘αγωγラさせることである。この「魂の目」とは，実は魂の

理性的部分を指している。だから，魂をすぐれたものにするには，魂の理性的部分を中心に，

魂の全体を，善のイデアに向け変えるということ。生成流転する世界から，魂を真実在の方向

へ向け変えるという，教育の仕事が大切になってくる（518C～519B）。
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2．イデアとは何か

　（i）　『パイドン』におけるイデア

　「イデア」「エイドスεεδoぐ」は，目に見えるもの，相（すがた），形を意味する。しかし，

プシケによってとらえられるとき，イデアは重要な意味をもってくる。

　例えば，美について考えてみよう。われわれは，現実に，視覚を通して「美しいもの」を見

ている。これは「美」であろうか。ほんとうの「美」は，感覚を通してみることはできない。

感覚を超越した，純粋な思惟の作用によってのみ「美」を認識する（とらえる）ことができる

（65D～66A，76D～E）。ここでみられる美は，単なる，相や形ではない。「美そのもの」，真

の実在としての「美のイデア」である。

　プシケとイデアの関係は，前述した通りである。繰り返すと，魂は，魂自身になることによ

って，イデアに触れる（認識する）ことができ，それによって，魂は，安定し，同一にして，

不変な状態を保つ。このような魂の体験を知恵という（79D）。

　（ii）善のイデア

　『国家』において，プラトンは，「善」を太陽にたとえて，次のようにいう。太陽と「善」は，

それぞれ，「見られる世界」と「思惟される世界」を支配する。太陽のないくらやみでは，物を

見ることはできない。太陽の光によって，われわれは物を見ることができる。物は見られるこ

とができる。これと同じように，思惟される世界では，「善」が，「知ること」「知られること」

を可能にする根源である。また，太陽が光だけでなく，地球上の生物を成長させ養い育ててい

るように，善のイデアは，「知る」という認識の主体には，その機能を与える。「知られる」と

という認識の対象には，真実性を提供する。このように，「善」は，知ること，知られることの

原因である。と同時に，「あるということ・実在性」の根拠である。更に，善は，実在ではない。

実在のかなたに超越してあるものである（508A～509A）。

　このように善のイデア（善そのもの）は，すべてのイデアのイデア，すなわち，最高のイデ

アである。われわれは，善のイデアを認識することによって，はじめて，真の認識に到達し，

真の知を得ることができるのである8S〕

皿　『ゴルギアスaにおける体育論

　先ず，この対話篇について，簡単に述べておく。『ゴルギアス』は，プラトンの著作中，初期

の作品である。その中でも，比較的遅く，30代の終わり頃に執筆されたものであるという。

　それには，「弁論術について」というサブタイトルがある。これが示しているように，ソクラ

テスが，当代随一の弁論家ゴルギアス及びそのグループと，「弁論術」とは何か，について問答

する。その話題の中で，政治や倫理の問題，人生の生き方の問題について，対話法による徹底

した吟味・批判を行い，「如何に生きるべきか」，「政治は如何にあるべきか」など，幅広い論議

がかわされる。従って体育論が主題ではない。対話のプロセスで，プラトンの体育に対する考

え方が，たびたび，引き合いに出されるのである19，

1．技術τEzvηと経験の相違について

　先ず，弁論術は「テクネ」であるか，という「問いかけ・対話」から始められる。そして，

人間を，魂と身体の二つに区分し，テクネは，それぞれ固有の対象をもつとする。また，テク
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ネは，「対象の最善を目標とするもの」である（464C）。例えば，身体のテクネは，身体の最善

を目標とするものである。これに対して，経験とか，熟練といわれるものは，迎合を目標とす

るものである。迎合zoλcrκe　iαとは，「どうしたら，その対象に気に入られるかということ」

（464B）である。すなわち，対象の快いことだけを狙って，それが果たして，対象にとって最

善であるかどうかを無視しているものである（464E）。

　また，　「テクネは，対象の本性と，それに対する処置をよく研究し，理論的説明ができる」

（501A）ものである。これに対して，経験は，いつもこうすればこうなるという，記憶や当て

推量に頼って，理論を無視したやり方で，快楽を目標に奉仕するものである（501A～B）。

　このように，テクネと経験は，二つの面ではっきり区別される。すなわち，テクネは，善を

目標として，理性的認識とロゴスλ6γogをもつものである。経験は，快楽を目標として，理

性的認識を欠き，また，ロゴスをもたない（500B）。経験は，いわば，偽技術である。

　次いで，身体を世話㈹

と医術である（464B）。この関係は，右図の
　レ　　　　　　　う
よフになる。そして，この二つのテクネは，

それぞれ，身体の最善を目標とするものであ

ることはいうまでもない（5QIB～513D）。

なお，経験（偽技術）としての，化粧回と料理法は，下欄に述べておいた8i　3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
するテクネとして，二つのものがあげられている。体育γ喫殿στ㍑ラ

対象 テ　　ク　ネ 経験

身　体
身体を世話

ｷる技術

体　育 化粧法
人　間

医　術 料理法

2．身体の世話θεραπε放としての体育

　プラトンは，人間に対するテクネとして，プシケを世話するテクネと，身体を世話するテク

ネに分けた。そして，前者には政治術，後者には，体育と医術を配した（464B）。その世話す

るテクネは，それが魂であろうと身体であろうと，世話しようとする対象が，できるだけ，善

いものになることを目指すものである（513E）。これは上述した通りである。

　（1）ここで，先ず問題となるのは，身体を世話するテクネが，身体をすぐれたものにする

とか，身体の最善を目標とするとは，一体，何を意味するのかということである。それは，画

家や大工などの職人が，一つの作品を作るのにたとえられる。すなわち，大工や職人は，「一つ

一つの部分を一定の秩序にかなうように，それらを適合し調和するようにする。遂には，その

作品全体を，規律と秩序にかなったものに組み立てようとしている」（504A）のである。それ

と同じように，身体を世話するということは，「身体に秩序を与え，その秩序のもとに，身体を

きちんと整えること」（504A）である。このように，身体が，規律と秩序のある正しい状態で

あることを「すごやか」とよんでいる。このような「すごやか」な身体には，　「健康をはじめ

　　　　　　　　　　　　　　　ヲ　　　ノ　として，そのほかの身体上の徳性apεop」が生まれてくる（504　C）。

　（Ii）次は，身体を世話するテクネとして，体育と医術の優劣の問題である。いうまでもな

く，体育は，身体の健康を保持増進するものであるから，その意味で，体育は身体に対して積

極的役割を果たすものである。これに対して，医術は，身体が病気や虚弱な状態になったとき，

これを回復させる役目を果たしている。いわ

ば・これは・身体の病気や虚弱という悪徳か　　世話の　体育健康の増進　身体の徳の実現

ら，身体を解放すること（478A～E）である。　目　標　医術　病気の治療身体の悪からの解放

この両者の関係を，右に示しておいた95｝

　このことから，医術は，体育に比べると，身体に対して消極的役割を果たしていることにな

る。そして，体育の方が，医術よりすぐれた役割を果たすことになるのである（520B）。
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1V　　『国家』における体育論

1．『国家』の主題とあらすじ

　『国家』は，プラトンが，学園アカデメイアa⑤を創設してから，10年以上経過した後書かれ

たと推定されている。また，　『国家』にみられる教育論とその具体的プランは，アカデメイア

における教育の実際と対応するものであるといわれる。プラトンは，ソクラテスの刑死に出会’

っている。そして，ソクラテスが教えた哲学的生き方が実を結ぶためには，ポリスrr6λtg（17＞が

すぐれたものにならなければならない（427E）。　個人の魂の徳を完成するだけでは，真の幸福
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な人生は実現できない。同時に，ポリスの善を実現する必要がある。そこで，ポリスの統治者

のための教育論が展開する。幼少年時代の教育は，音楽文芸agと体育によって行うべきだとさ

れる。

　既に述べたように，　『国家』は，プラトンの主著とよばれるにふさわしい内容と分量をもつ。

その対話は，正義とは何かという問いかけから始められる。次いで，個人の正義の拡大された

姿は，ポリスのうちにみることが主張され，理想的ポリスの構想が提議される。更に，国の守

護と支配の任に当たる統治者の教育が述べられ，ポリスと国制の問題に進展する。第5巻の終

わりごろから，理想的ポリス実現の道として，哲学者が国を統治すべきことが提案される。そ

して，第6・7巻において，哲学老とは何か，哲学的認識の在り方，哲人統治者の学習につい

て論ぜられる。また，不正でなく，正義こそが，人間を幸福にすると結論されるのである。

　このように，　『国家』において展開されるテーマは，ポリスとその国制の在り方，哲人統治

者についてである。これは，プラトンが師ソクラテスの刑死後，半生をかけて追究してきた，

中心的テーマであった。

2．ポリスの成立と分業

　プラトンの考えるポリスの成り立ちは，人が生活上必要な物資を供給するために，一定の地

域に集まって住むことからポリスが形成されるとする。食糧を生産する人，住居を造る人，衣

類を製造する人など多くの職業が考えられるが，ポリスとして機能するのに，必要最小限の大

きさを考える（369E～371E）。　そしてポリスの成員のそれぞれの仕事や生産が，需給のバラ

ンスがとれ，平和のうちに健康な生活を送ることになる「真実のポリス」　「健康なポリス」　（

372E）を想定する。しかしながら素朴な生活では人々は満足せず，いろいろな調度品・ご馳

走・香料・芸妓・菓子など贅沢な物や多くの召使が必要になり，　「熱でふくれ上ったポリス」

になる（372E）。　そうすると「健康なポリス」で暮らす場合と比べて，より多くの医者が必要に

なるし，領土も拡張しなければならない。また必要以上に財貨を獲得することに夢中になるな

らば，次にくるのは戦争ということになるのである（373E）。

　このように人間の必要によって集まって住み，それぞれの人が違った仕事（任務）につき，

労働によって生産した物を交換して生涯を平和に暮らすのである。しかしながら一人一人はお

互いに同じ素質のものはなく，「自然本来の素質」⑳の点で異っている。それぞれの人は別々の

仕事に向いているのであり，また効率的には一人が一つの仕事につくのがよいのだという　（

370B）。ポリスはこのように一人一事の分業によって成り立っており，人にはそれぞれの仕事

があり，無用な者はいないのである。物を生産する人は生産を専門にし，商人は小売と貿易と
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別々の仕事を受け持ち，力仕事に適している人は体力を売って仕事とする。このようにして貧

乏や戦争にならないように，自分の分不相応に子供の数を増やさず，職分を守り神々を讃美し

ながら，お互いに楽しく一緒に暮らす（372B～C）。　ところが贅沢が次第にふくれあがる必然

性を持っているポリスは，財貨への限りない欲望から戦争が発生するのもまた避けられないこ

となのである。そうすると更にポリスを大きくして国の財産を守るために軍隊を持たなければ

ならない。その軍隊は一人一事の原則か6；兼務では十分な働きを期待できないので，専門の戦

争の技術を持ち，修練をつんだ軍人が必要になる。そして国の統治者を養成することが何より

も重要な仕事になる（373～374D）。

3．統治者6’OXωvの理想像

　国の統治者はどのような資格を持っていなければならないか。ポリスの防衛者として備えて

いなければならない性質を考察し，どのような人間であるべきかが語られる。理想の人間像で

ある。この防衛者の教育の手段として体育が重視されているのである。国を守る防衛者の体育

であるから，国家主義や軍国主義の色彩の濃い体育かと考えられるが，そうではない。プラト

ンの語る体育論は，人間性に根ざした真の善を実現する人間を育てるための体育なのである。

ポリスの統治者を教育するということは，彼らは国の最高の仕事を司る人であるから，当然理

想的人間でなければならない。

　まず統治者はこの任務に適した自然的素質のあるものでなければならない。それには知覚が

鋭く，気概があり，生まれつき知を愛するものであることが必要である。敵・味方をよく識別

し，味方に穏やかで，敵にだけ厳しい人聞でなければ，味方まで滅ぼすことになる。故にポリ

スのすぐれて立派な統治者となるべき者は，その自然本来の素質において「知を愛し，気概が

あり，敏速で，強い人間であるべきだ」と語られる（376C）。　プラトンによれば，気概から勇

気が，知を愛する性質からは知性が，教育によって育てられ，正義と不正を見抜き，更に不正

を憎み正義を実践する人になるのである。

4．幼少年教育の二大教科一音楽文芸Ptouσtzhと体育γvμvαστtzil　一

　統治者の教育の方法は如何にすればよいか，当時のギリシアは，現実のポリスで幼少年の教

育に，詩・読み書き，簡単な算数の計算，音楽とパライストラ⑳παλαあτραでの運動競技の

訓練が，いずれも私営の学校で行われていた。『国家』でも現実と全く異った教科を課すので

はなく，幼少年を対象にした教育では，音楽文芸と体育をとりあげ，「身体のためには体育が，

魂のためには音楽文芸があるはずだ。また体育による教育よりも，音楽文芸による教育のほう

を先に始めるべきだ」と述べ（376E），　幼い時には，物語をきかせ，彼らの魂を造型するよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わうにする。若くて柔らかいものを相手にするこの時期こそ，それぞれの者に捺そうと望むまま

の型がつけられるからである。またポリスの監督者のもとで良い物語をつくらせ，悪い物語を

追放しなければならないとする（376C）。　かくして詩や物語による教材を選択し，幼少年の純

真な魂に悪のない正しいことをしっかりと植えつけようとする。

　音楽文芸の次には，体育によって育てられる。この体育による養育もやはり，子供の時から

生涯を通じて，入念な規則のもとに行われなければならないとする。しかし「身体はすぐれた

身体であっても，自身のその卓越性によって魂をすぐれた魂にするというものではなく，むし

ろ反対に，すぐれた魂がみずからのその卓越性によって，身体をできるかぎりすぐれたものに
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するものだから，まず知性を十分はぐくんだ上で，身体に関する事柄を細かく厳密に規定する

ことは，その知性にまかせよう」（403C）と，文芸と体育による教育のあり方を述べている。

このようにプラトンの考える教育は，魂の世話をする音楽文芸と，身体の世話をする体育を配

したのであり，この二教科を，子供達の精神と健康を育てる手段として位置づけたのである。

プラトンは教育の機能を次のように考えていた。「魂の中に知識がないから，教育によって知

識をなかに入れてやるというのでなく，人間は真理を知るための機能と，それによって学び知

るところの器官とは，初めから魂のなかに内在しているのであって，それをあたかも暗闇から

光明へ転向させるように，善に導いていく営み」（518C）が教育なのだと述べる。「教育とは

まさにその器官を転向させることがどうずれば効果的に達成されるかを考える，向け変えの技

術にほかならない」（518D）とする。このような見解は，プラトンの教育に対する基本的な認

識であり，彼のアカデメイアでの教育の方法も，このような考え方に基づいて行われていたと

推定されている。それ故に教育にとっては，初めが大切で，学び知るところの器官（知性）は

向け変えの如何によって有用・有益なものとなるし，反対に無益・有害なものとなる（518D）。

5．体育の位置づけ

　体育にはどのような役割を与えたのだろうか。ポリスの防衛者として教育するということで

あるから，体育には，運動選手のように立派な体格とすぐれた競技能力が望まれるのではなく，

むしろ現実の運動選手の身体状態を批判し，「あんなのは半眠りの状態といってもよいような

もので，健康に対して不安定な状態なのだ。彼ら競技者は生涯を眠って過ごし，また定められ

た生活法を少しでもふみはずすと，ひどい大病になるのだ」（404A）と，当時の競技者のスポ

ーツへの過剰な傾倒ぶりを非難しているのである。軍人は「番犬のように不眠で過ごさねばな

らないし，目や耳をできるだけ鋭く働かさなければならない。飲み水や食べもの，また炎熱・

酷寒など多くの変化を経験しながらも，安定した健康を保たねばならない」（404A）とし，こ

のような目的に沿った軍人のための体育は，単純素朴なものであるとする。質素な食事をとり，

美食や肉欲を慎み，身体を良好な状態にすることがその目的である。まずあらゆる環境の変化

に対しても，適応できる強健な体力の養成にあった。

　次に音楽文芸の教養を身につけ，体育をマスターしょうとする者は，体育のつらい鍛練も，

体力作りを目的とするよりはむしろ，自分の素質の中にある気概的な要素に目を向け，それを

目覚めさせるために行うのだとする（410B）。　統治者の体育の究極の目的は，精神の徳を養成

するにあるとする。すなわち「ただもっぱら体育だけを事として来た人たちは，しかるべき限

度以上に粗暴な人間になるし，逆に，ただもっぱら音楽だけを事としてきた人たちは，彼らに

とって望ましい以上に柔弱になってしまう。粗暴さが出てくるのは気概的な素質からなのであ

って，この素質は正しくはぐくまれれば勇気となるだろうが，必要以上に緊張させられると，

当然の成り行きとして頑固で険しい性格となるだろう」（410D）。　ここに表明されているプラ

トンの体育観は，運動競技者の体力は競技のために作られたものであり，環境の変化などに弱

く，競技には適応しても，自然への適応性を失っているとの批判でもある。真の体育のねらい

は，いかなる環境の変化にあっても，健康を保持できるだけの体力と身体を扱うための技術を

もち，その上，身体的に苦痛を伴うつらい鍛練に耐え抜く精神力をもった人間の育成にあった

と思われる。

　更に音楽文芸は，知を愛する要素を真の知性に育てあげるために，体育は，気概的な要素を

真の勇気にまで高めるための手段として，神が入間に与えた技術であると述べる（411E）。
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　このような，音楽文芸と体育の二つの教科の

関係は，右図のように示すことができる。とも

に，魂の理性的部分と，気概の部分にかかわる

ものである。また，互いに魂と身体の世話をし

て，魂と身体を，適度に引き締めたり，弛めた

りしながら，互いに調和するように（412A）与

えることによって，統治者の教育が成り立つ。

　以上のことから，体育は，音楽文芸とともに，

第一義的には魂のために，第二義的には，身体

のためにあるのである。
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図　魂と身体，魂と音楽・体育

　の関係

6．女子の教育一男子と同等の扱いについて一

　アテナイにおいては，一般的に，女子には殆んど教育がなされず，多くは，生涯を，平凡な

家庭での生活で終えたといわれる。プラトンは，この女子教育についても触れている。まず，

男女とも，同じように教育し，同じ仕事を課すことは，何ら自然本来のあり方に反することで

はないとするのである。両性の体力的差異を十分考慮した上で，男子と同じ音楽文芸と体育を

課し，戦争その他，ポリスの守護にかかわることを学ばせ，男子と同じ扱いをすべきであると

している。（452A）これは，当時のスパルタの女性が，男子と同じような教育を受けていたこ

と。女子も，戦争や国家の守護に関係する任務に参加させることにより，防衛力が向上するこ

と。ポリスを守護することに関する自然的素質においては，男女の差は大きくないこと。など

によるものと思われる。「男女ともに同じように，自然的素質として，さまざまなものがばら

まかれている。したがって女は女，男は男で，どちらもそれぞれの自然的素質に応じて，どの

ような仕事にもあずかれるわけであり，ただすべてにつけて，女は男よりも弱いというわけだ」

（455D）と述べる。こうして，ポリスにおいて最もすぐれたものには男女の差はない。従っ

て，そのすぐれた統治者の妻女たちは，統治者と同じ教育を受け，また，同じ任務につかなけ

ればならない。

7．統治者の教育

　幼少年の教育が17～18歳で終わり，以後20歳までの2～3年間は，厳しい体育訓練が課され

る。20歳から30歳までは，選抜者に対して，数学的諸学科の総合的研究。30歳から35歳まで

は，更に選抜された者に対して，ディアレクチケによる集中的学習。35歳から50歳までは，公

務について実際の経験をつむ。50歳以後は，あらゆる点で最も優秀であった者たちを，善のイ

デアに向けさせ，哲学的思索に専念させ，順番に，政治と支配の任務につかせる（536B～540

B）。　もちろん，哲人統治者として「学ぶべき最大のもの」　（505A）は，善のイデアであ

ることはいうまでもない。

8．要　約

　『ゴルギアス』における体育の役割は，身体を世話するテクネとしての体育であった。すな

わち，身体のアレテー健康・強壮・美を実現するテクネとしての体育である。
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　『国家』における体育論は，『ゴルギァス』の体育論を基礎に，新しい展開をみせる。すな

わち，体育が，人間教育の一環として，音楽文芸とともに，身体と魂（精神）にかかわる教育

として位置づけられたことであろう。以下，その体育論を要約する。

　（D体育は，幼少年の教育に必要であるばかりでなく，生涯を通じて，規則正しく実施さ

れなければならない（403C）。何故ならば，体育は，音楽文芸とともに，魂をすぐれたものに

する働きをもっているからである（410C～412B）。

　（iDすぐれた体育は，単純素朴なものである。単純素朴であることによって，身体の内に

健康を生む（404B～E）。

　（iの体育と音楽文芸は，ともに，魂の気概の部分と理知的部分にかかわることによって，

魂をすぐれたものにする。更に，高度の教育を受けることによって，善のイデアを観照する，

哲学老（知者）の域に達することができる（441E～442A）。

注

1）プラトンの著作の大部分が，対話篇である。ソクラテスの対話（問答ともいわれる）が，

　プラトンによって対話法（問答法）として発展し，完成する。それは，体系的な講義形式

　によらず，一問一答式の討論による哲学的思索の方法であり，唯一の教育方法であった。

2）田中美知太郎，プラトンll，岩波書店，1981。　pp．8～11．田中はここで，「プラトンに

　よってプラトンを理解する」ことの大切さを説いている。

3）プラトンの著作は，その生涯の主要部分，　（遍歴時代・アカデメイア時代・晩年）に対

　応して，初期・中期・後期と区分することが，一般的に承認されている。

4）　『国家』　（全10巻）は，正義論・理想国家論・認識論・存在論・教育論など，プラトン

　の思想が集大成した一大長篇で，プラトンのライフワークともいうべき作品である。

5）田中美知太郎，前掲書，pp．8．田中は，多くの学者が，哲学史上の常識に基づき，イデ

　ア論から始めることの非を説いている。

6）「プシケ」は，「たましい・精神・こころ・いのち」等と邦訳されている。一応ここで

　は，魂という語を用いておく。

7）田中美知太郎，前掲書田中は，　「プラトン哲学の三つの原理」として，　「心魂・知性

　・イデア」をあげている。

8）服部・藤沢（編），哲学（哲学の歴史），岩沢書店，1968．pp．139．プラトンの項に

　負うところが多い。

9）プラトンが生きた時代における，アテナイの教育や体育の在り方を示す，貴重な資料を

　提供するものである。とともに，その時代が，プラトンの思想の展開に大きく反映してい

　るものと推定される。

10）　「世話」とは，比較的，重要な概念である。「世話」とは，対象の善くなることを目標

　とする働きである。

11）「ギムナスチケ」は，普通「体育」と邦訳されている。本稿はこれに従っている。正し

　くは，　「身体的訓練exerciSe」もしくは，　「体操gymnastics」とするのが語義に近いと思

　われる。なお，ギムナスチケは，現行の「保健」をも含む，幅広い概念であった。

12）加来彰俊（訳），ゴルギアス（プラトン全集9），岩波書店，1974．pp．59．注欄の図

　をもとに，著者作図。

13）「化粧法」は，体育に対する偽技術である。それは，姿態や，皮膚のなめらかさや，衣
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　装によって人目を欺き，体育によって得られる，自然本来の美しさをなおしざりにさせる。

　「料理法」は，医術に対する偽医術である。それは，食べ物の善い悪いについては何も知

　らない。快楽だけを目標に，人々を欺きながら，自分こそ，最も値打ちのあるものだと思

　わせているもの（464C～E）である。

14）Kitto　（向坂寛訳），ギリシャ人，勤草書房，1966．　pp．239～245．　Kittoによれば，

　「徳」は，はじめ「男らしさ」「雄々しさ」を意味した。時代につれて，人間の基本的な

　価値についての観念が変化し，この語の意味する「徳」の内容も変わる。といっている。

　　ここでは，「優秀性・卓越性」の意味で使用されている。また，Kittoはいう。われわ

　れは，プラトンで，この語に出合うとき，「徳」と翻訳する。少なくとも，「徳」は道徳

　の用語である。その結果，この語のあらゆる生き生きとした意味を失ってしまう。アレテ

　は，あらゆることに，無差別に用いられ，単に「卓越していること」を意味する。

15）加来彰俊（訳），前掲書，pp．223．加来の注解をもとに，著者作図。

16）アカデメイア’Axaδカμεtα387B　C，アテナイの西郊外にプラトンが創設した学園をい

　う。592年ローマ皇帝ユスティニアヌスから解散を命ぜられるまで900年余り続いた。

17）ポリスπ6λ‘g古代ギリシアの都市国家，領域は市部と回外に分れ，市部は砦（アクロポ

　リス）を中心に展開，城壁でかこまれていた。

18）統治者勧疋ωレアルコンは支配者を意味するギリシア語で，アテナイのほか，ギリシア

　の多数のポリスに見られた最高の官職。

19）ムゥシケμouatxijはムゥサ（ミューズ）の女神たちの司るすべての学術・技芸を含む

　が，ここでは特に音楽と詩を指す。

20）　「自然的素質」ピュシスipbσt9　といい，　『国家』で構想されるポリスが，自然本来の

　あり方に基盤を持つものであるという，一貫した基本的考えがこのピュシスという語に表

　わされている。「自然」，「本性」を意味する。

21）パライストラ　παλα～στρα古代ギリシアの格闘場。古代ギリシア人は初め市外の広場で

　体育の練習をし，その広場をギムナシオンとよび，そこに附設された格闘練習場をパライ

　ストラ（一種のレスリング学校）とよんだ。両者は，よく混同されて用いられたという。

凡 例

1．本稿は，　「田中・藤沢（編），プラトン全集，岩波書店」に依拠している。そのほかに

　「田中美知太郎（編），プラトン1・H，中央公論社」，　「山本光雄（編），プラトン全

集，角川書店」も参照した。

2。『』は上記訳本のタイトルを示す。「」は，訳文から直接引用した，文・語句を示す。

3．（）の数とBCDEは，訳文上欄に記されたページ数と段落記号を示している。

4．本文中に出てくる，ギリシア人名及びギリシア語句の片かな表記にあたって，母音の長

短は原則として区別しない。（例，プラトーンはプテトン，アレテーはアレテ）。

後記　本稿のうち，1～皿は七山が，IVは向井が分担執筆し，それを七山が通覧した。
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